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	応用
	抗原情報
	背景
	DEADボックスタンパク質は、保存されたAsp-Glu-Ala-Asp（DEAD）モチーフを特徴とし、RNAヘリカーゼと推定される。翻訳開始、核およびミトコンドリアのスプライシング、リボソームおよびスプライソソームの組み立てなど、RNA二次構造の変化を伴う多くの細胞プロセスに関与している。分布パターンに基づき、このファミリーの一部のメンバーは、胚発生、精子形成、細胞の成長および分裂に関与していると考えられている。この遺伝子は、ATPase活性を有し、運動ニューロン生存（SMN）複合体の構成要素であるDEADボックスタンパク質をコードしている。このタンパク質は、脊髄性筋萎縮症遺伝子産物であるSMNと直接相互作用し、RNP上でSMN複合体の機能において触媒的な役割を果たす可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	DDX20マウスmAbを用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識したアクチンフィラメント。
	

	DDX20マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。

